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博士論文要旨
１　研究の背景
　認知症高齢者の増加は、高齢社会が抱える宿命ともいう
べき現象である。80代以上の高齢者が認知症を発症する率
は、20％以上ともいわれ、１）戦後のベビーブームに生まれ
た団塊の世代が75歳となる2019年以降は、さらに大きな社
会問題になることが予想される。
　2000年介護保険施行により在宅サービスの利用者は増加
し、2012年６月現在320万人が何らかの在宅サービスを利用
している。１か月あたりの介護給付費は6100億円であり、そ
のうち3240億円が在宅サービス給付費である。
　介護保険制法では、高齢者やその家族が複雑な在宅サー
ビスの情報や利用についての支援を得られるように、ケア
マネジメントを制度に組み込み、実施するようになった。ケ
アマネジメントが在宅ケアにとって不可欠のものであるこ
とは、欧米諸国の先進例で実証されており、わが国におい
てもケアマネジメントの有用性は発揮された。
　しかし、認知症を発症した高齢者の生活は、医療サービ
スという介護保険のサービスとは違うシステムとの連携を
必要とする。また、認知障害のレベルは段階を追って重度
化し、日常生活の中での気分の変化も生じる。つまり、認
知症のケアをマネジメントすることは、ケアマネジメント
のなかでも高度な知識と技法を求められるものである。
　それにもかかわらず、日本においては、様々な認知症ケ
アガイドラインやマニュアルは作成されてはいるものの、
実証研究に基づくものではない。実践上の指針とすること
ができるような、エビデンスに基づいた認知症ケアマネジ
メントの開発研究はほとんど行われていない。
２　研究の意義
　認知症を発症した高齢者が、可能な限り在宅生活を維持
するためには、ケアマネジャーが行う、認知症ケアマネジ
メントの焦点を明らかにすることが必要である。認知症ケ
アの焦点は、認知症の診断（アセスメント）、認知障害のア
セスメント、身体的状況のアセスメントとケアプラン、う
つ病のアセスメントとケアプラン、行動・心理症状
（Behavioral Psychological Symptoms of Dementia ; 
BPSD）のアセスメントとケアプラン、転倒予防のアセス
メントとケアプラン施設入所のアセスメント、家族介護者
への支援プランと言われている。
　認知症ケアマネジメントの焦点も同様に、診断・認知障
害に合わせた生活設計・身体状況への対応・うつ病対応・
BPSD対応・転倒予防・施設入所対応・家族支援となろう。
　筆者は、認知症ケアの焦点を明らかにするため、海外の
文献研究を行った。その結果、行動・心理症状（Behavioral 
Psychological Symptoms of Dementia ; BPSD）こそ、
認知症患者の在宅生活維持を阻害する最大要因であるとの
結論に至った。多くの論文で、認知障害の進度よりも日常
での行動障害の深刻さが施設入所時期を早めている、と報
告されていた。
　介護保険のケアマネジメント業務に限界はあるにせよ、
BPSDの予防・対応に焦点をおいたケアマネジメントの技
法を明らかにすることは、認知症のある高齢者のための効
果的で効率的なケアを確立する方策の一つであろう。
３　研究の目的
　本研究は、認知症ケアマネジメントの開発を目的として、
現在行われているBPSDへの介入・対応の中で効果のあっ
た事例を収集し、量的・質的に分析することで、効果的な
対処方法の傾向を明らかにすることを目指した。BPSDは、
重複して存在し、介入・対応も複合的に行われている現状
では、ケアマネジメントの焦点も定かではない。
　特定のBPSDに対して、どのような介入・対応が効果を
上げたか、過去の成功事例から関連性を明らかにすること
で、認知症ケアマネジメントによる介入・対応の焦点を明
らかにすることが本研究の目的である。

４　論文の構成
　本論文は、第一章でケアマネジメントの登場の過程と機
能について海外の文献から検討する。この文献研究により、
ケアマネジメントが効果的効率的在宅ケアに不可欠であり、
在宅生活維持を目的としている技法であることを確認する。
　第二章では、認知症ケアについて概要を述べたのちに、エ
ビデンスに基づいた認知症ケアのガイドラインについて海
外の先行研究の文献を研究した結果について述べた。認知
症の原因には生物学的な要因と同時に心理社会的要因が関
係しており、心理社会的要因に効果的介入をすることで、認
知症を患いながらも在宅生活を維持することが可能となる。
認知症ケアのガイドラインは、換言すれば認知症ケアの焦
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点で求められる介入・対応方法の集積である。この文献研
究から着想を得て、第三章から第五章に記述したような、
BPSDを焦点とした質問紙による調査研究を行った。
　第三章では、BPSDが改善した204事例について、行なわ
れた介入・対応についての記述データをカテゴリー化する
ことで、BPSDへの効果的アプローチの構造を探索的にモ
デル化することを試みた。［介護側のコミュニケーションの
改善］［健康面への介入・対応］［環境面への介入・対応］
［能力を維持するための課題への介入・対応］［家族・介護
者状況への介入・対応］［事業マネジメントの改善］の６つ
のカテゴリーが生成された。効果が認められたBPSDの心理
社会的要因へのアプローチでは、利用者の役割や社会性を
強化するための「場」を調整することの重要性が示唆された。
　第四章ではBPSD改善事例130を、多重コレスポンデンス
分析を用いて分析した。（図１）
　分析の結果、BPSDの内容と効果的な介入行動は、４群に
分かれた。第１群は、行動性・攻撃性のあるBPSDであり、
落ちつかせる介入が効果に関連していた。第２群は、混乱
と失見当識への対応が主要課題であるBPSD群で、その改善
には、社会性と能力活用を刺激する介入が関連していた。第
３群は「幻視」等生理学的な原因に由来するBPSDであり、対
立を避けつつメリハリのある生活をめざす介入が効果に結
びついたことが明らかになった。第４群からは、被害妄想
改善には聴覚の低下を補完する介入の効果が示唆された。
　第五章では、在宅高齢者のBPSD改善事例72を対象に、コ
レスポンデンス分析を行った。その結果、BPSDの内容と
効果的な介入・対応行動は、５群に分類された。第１群で
は、「昼夜逆転」「介護への抵抗」に、「服薬の調整と管理」
が効果的であったことが示された。
　第２群では、「不穏な気分と行動」の改善に、「サービス
利用の促進」「家族・介護者への教育」「本人が自分ででき
る課題の遂行」が関連していた。第３群には、「暴言」のみ
が含まれ、「課題を簡単なものにした」ことが効果的な介入
行動として示唆された。（図２）
　終章では、現状から考えられるBPSDにかかわる効果的
な認知症ケアマネジメントについての包括的な考察を記述
した。その概要は以下のとおりである。
　第一に、認知症ケアマネジメントの実態が示唆された。海
外の文献研究からは、認知症ケアの焦点は、認知症の診断
（アセスメント）、認知障害のアセスメント、身体的状況の
アセスメントとケアプラン、うつ病のアセスメントとケア
プラン、行動・心理症状（BPSD）のアセスメントとケア
プラン、転倒予防のアセスメントとケアプラン、施設入所
のアセスメント、家族介護者への支援プランであることが
示された。これに対し、日本においてはケアマネジメント
のガイドラインには、利用者や家族への情報提供やケアプ
ランの作成、医療サービスとの連携によるケアプランの実
施、モニタリングなどはあるが、上記のような認知症ケアマ
ネジメントのガイドラインは示されていないことが解った。
　第二に、BPSDの改善事例の調査研究からは、［介護側の
コミュニケーションの改善］［健康面への介入・対応］［環
境面への介入・対応］［能力を維持するための課題への介
入・対応］［家族・介護者状況への介入・対応］［事業マネ
ジメントの改善］が認知症ケアマネジメントの要素である
ことが示された。また、攻撃性・行動性か混乱・失見当識
か、「幻視」等生理学的な原因によるBPSDかによって、介
入・対応を変える必要性が明らかになった。
　第三に、在宅高齢者のBPSD改善事例の分析では、施設
での介入・対応と異なった関連が示された。家族介護者へ
の支援がサービス提供に偏在する傾向が見られた。
　これらの知見は、先行研究の結果と一致しているだけで
なく、さらに特定のBPSDとの関連を示すことができたこ
とによって。改善事例の分析研究は認知症ケアマネジメン
トの開発に繋がる可能性が示唆された。
図１　BPSDと介入行動の布置図（施設事例）
図２　BPSDと介入行動の布置図（在宅事例）
